
コンクリート施工管理要領の改定

令和6年 7月 11日



【コンクリート施工管理要領】 過去の取り組み内容

【コンクリート施工管理要領 省力化変遷】
平成11年・平成２９年・令和3年に大きくコンクリート施工管理要領を改定した

≪平成11年に改定した内容≫
・JIS基準への準拠や、報告書類の簡素化等を目的に改定を実施

【改定概要】
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コンクリート施工管理要領 改定内容



【改定概要】
 監督員立会いの省略。
 レディーミクストコンクリート納入書の受注者保管を規定。

対象
の構
造物

試験項目
日常管理試験

頻度
監督員の

立会

M
R
P
H

スランプ
JIS A 1101 最初の５台＋50㎥毎 ○

空気量
JIS A 1116
JIS A 1118
JIS A 1128 最初の１台＋50㎥毎 ○

温度
JIS A 1156 最初の１台＋50㎥毎 ○

対象
の構
造物

試験項目
日常管理試験

頻度
監督員の

立会

M
R
P
H

スランプ
JIS A 1101 最初の１台＋50㎥毎 ―

空気量
JIS A 1116
JIS A 1118
JIS A 1128 最初の１台＋50㎥毎 ―

温度
JIS A 1156 最初の１台＋50㎥毎 ―

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝ
ｸﾘｰﾄ納入書 運搬車ごと ―

（現要領） （変更）

≪平成29年に改定した内容≫
・生産性向上を目的として検査項目・立会頻度の合理化を目的に改定を実施

【コンクリート施工管理要領】 過去の取り組み内容
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【改定概要】

硬化コンクリートの強度管理について、7日強度は受注者保管とし、28日強度は書類提出に
よる確認とし立会いの省略。

対象の構造物 試験項目
プレストレス導入時

（材齢３日）
材齢７日

（Hコン：２８日）
材齢２８日

（Hコン：９１日）
頻度 監督員の立会 頻度 監督員の立会 頻度 監督員の立会

M
圧縮強度

JIS A 1108

- １回／150㎥ ○ １回／150㎥ ○
R - １回／150㎥ ○ １回／150㎥ ○
P １回／150㎥ ○ １回／150㎥ ○ １回／150㎥ ○

H
曲げ強度

JIS A 1106
-

１回／300㎥ ○ １回／300㎥ ○

（現要領）

（変更）

対象の構造物 試験項目
プレストレス導入時

（材齢３日）
材齢７日

（Hコン：２８日）
材齢２８日

（Hコン：９１日）
頻度 監督員の立会 頻度 監督員の立会 頻度 監督員の立会

M

圧縮強度
JIS A 1108

-
―

（受注者の任意） ― １回／150㎥
―

（書類提出）

R -
―

（受注者の任意） ― １回／150㎥
―

（書類提出）

P
１回／150㎥

―
（書類提出）

―
（受注者の任意） ― １回／150㎥

―
（書類提出）

H
曲げ強度

JIS A 1106
-

―
（受注者の任意） ― １回／300㎥

―
（書類提出）
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≪令和３年に改定した内容≫
・生産性向上を目的に報告様式の見直しを実施

【改定概要】
 JIS様式がある場合は、NEXCO様式を廃止，または一部JIS様式を準用するように見直し

例）管理様式-A302の一部項目について，JIS様式を添付する内容に見直し

【コンクリート施工管理要領】 過去の取り組み内容
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≪令和５年の通達により再周知≫
・現地ヒアリングにおいて、今までの要領の改定において取り組んできた内容が浸透していな
かったことを踏まえ、要領に基づく書類の提出について再周知を実施

【コンクリート施工管理要領】 通達により再周知
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【背景・経緯】

【NEXCOの取組】

 コンクリート施工管理要領において、これまでも要領改定により提出書類の削減等に努めて

きているところである。

 働き方改革に伴う業務効率化への対応が求められており、現場からの意見の多かった

コンクリートの施工管理において，提出書類の削減等省力化が必要。

 現地ヒアリングにおいて、JISコンクリートの採用ができないかなどの多数意見を頂いた。

◆JIS認証製品生コン及び㊜工場の全国調査結果
・全国の工業会加盟工場に対し、強度別のセメント量等の品質調査を実施
調査対象工場：１，９２３工場／全国 ２，６８８工場 （回答率 ７１．５％）
うちJIS認証製品生コン １００％
うち㊜監査合格工場 ８８％

⇒NEXCO基準を満足した製品及び工場 ９８％ （Bコン相当） ８１％（Aコン相当）

 以上の調査結果から、JIS認証製品生コン及び㊜工場の採用に向けてコンクリート施工管理要領
の改定を実施

【コンクリート施工管理要領】 令和6年4月改定内容
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㊜

【コンクリート施工管理要領】 令和6年4月改定内容



≪共通内容≫

 フレッシュコンクリートの試験は、コンクリート打ち込み箇所から荷卸し箇所に変更

 構造物種別Mに区分されるコンクリート構造物のように乾燥収縮ひずみの影響を考慮

しなくてもよい場合には、単位水量の上限値を緩和

【改定概要】

【コンクリート施工管理要領】 令和6年4月改定内容
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≪4章JIS認証製品について新規追加≫

 JIS認証製品かつ㊜工場であり、その配合がNEXCOが定める品質基準を満足するもの

については、試し練りを省略

 製造設備の試験については、JIS認証を書面で確認することに変更

【改定概要】

【コンクリート施工管理要領】 令和6年4月改定内容
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 基準試験、定期管理試験及び日常管理試験の提出書類については、必要に応じて提示

※アルカリシリカ反応性試験結果のみ提出

【改定概要】

【コンクリート施工管理要領】 令和6年4月改定内容



≪その他材料の試験≫

 鉄筋の基準試験について、引張試験及び曲げ試験の実地試験を廃止（ミルシートで確認）

【改定概要】

【コンクリート施工管理要領】 令和6年4月改定内容
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